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行動変容(ミlfD bchavior change， altering 
behavior 
i総J，!tの維持・前進やリスクのfほかえ予防を 1:1的
として，それまでの絞償的な行動をやめたり，修

正したり，新しい行動をufiめたり燃やしたりする
ことをいう。一時的な変化ではなく狩償化して定

J守することを目指すo J]1分iIílJ r~t 摂取エネルギー
制限などの食行動や禁燦.1iii煉，?会i凶.mii関，運
動， fI制限，休息など日常1:i舌における予r;jj(J<.Jな行
動や，定期的な総長会受診やJJli梨，液状への対処と
いった受療や疾病対処に関連する行動など，世~成
にとって好ましい方向がl列らかになっている行動

に対してmいられる。(1Jfjfii尖樹二子)
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